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　脳血管疾患、脊髄疾患の術後などの患者さまに対し、リハビリテーションを集中的に
行い、可能な限りの生活機能の改善と、在宅復帰、社会復帰を目的とする病棟です。
　医師・看護師・介護スタッフ・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・薬剤師・栄養士・
ソーシャルワーカーなど多くの専門職がチームを組み協働して、より良い生活を目指し
支援していきます。

回復期リハビリテーション病棟とは…

当院の回復期リハビリテーション病棟の実績

在宅復帰率

脳血管疾患の割合

1日当たりの患者さまへの提供単位数

リハビリテーション実績指数
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79.4%

45.1%

6.39　
41.4

当院（2020.10.1 現在） 全国平均（回復期リハ病棟協会調査2019.7）

*1単位とは20分のリハビリの事です

（46.4%は整形外科疾患）
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今号は回復期リハビリテーション病棟についてご紹
介致しました。当院では自宅や社会に戻ってからの
生活を安心して過ごせるよう、在宅復帰にむけてさま
ざまな取り組みを行っており、在宅復帰率も全国平
均を上回っています。ぜひご参考になさってください。
新年を迎えましたが、変異株が流行し、まだまだ厳し
い状況が続きそうです。今年も職員一同、気を引き
締め、ネバーギブアップの精神で乗り越えていきたい
と思っております。どうぞよろしくお願い致します。

医師  下田 祐介

　札幌に生まれ、北海道大学で医学を学び、北海道大学病院・釧路労災病院・旭川
赤十字病院・北海道医療センターなどの勤務を経て、2021年（令和3年）9月1日
付で着任しました。脳神経外科専門医・脳卒中専門医・脳神経血管内治療専門医
として脳卒中の治療に従事しています。
　脳卒中診療を通じて社会貢献を実践していけたらと考えておりますが、私一人
では何も成し遂げることはできません。院内の皆様、一人ひとりにお力添えを頂き、
チームとして一丸となることではじめて実践できるものと思います。
　万事において個々の力を存分に発揮できる一枚岩の「チーム麻生脳神経外科病
院」の一員となれるよう、1日でも早く馴染めるよう、院内の皆様とコミュニケーシ
ョンを密に積み重ねていけたらと思う所存です。「声を出していこう！」を合言葉に、
よろしくお願いします！！
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